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（事業報告書様式１） 
１ 施設概要 

 
２ 指定管理者概要 

 
 
 
 
 
 
 
 

文化・自然体験施設名 天王森泉公園 
所在地   〒245-0016 横浜市泉区和泉町 300 番地 
公園面積、公園種別 3.8ha、地区公園 
主な施設 横浜市歴史的建造物の古民家「泉館」 
特徴 天王森泉公園は和泉川沿いに広がる水田，それを縁どる斜

面緑地が昔懐かしい農村の面影を今に伝える泉区の南部。台

地の崖線から湧く豊富な湧水を活かして、流域には 20に上

る製糸場が営まれた歴史を持ちます。 

その一角に雑木林を主体とした面積約 35,000㎡の本公園

があります。正面には製糸場の本館を再生した古民家「泉

館」があります。ここでは特徴を活かした多くの文化体験事

業を行っています。 

館裏庭奥にこんこんと水が湧き出ており、横浜では貴重な

わさび田を見ることができます。その水がせせらぎを作り、

６月初旬の夜にはホタルが飛び交います。その隣には、手入

れされた竹林があり緑色の凛とした風景を楽しむことができ

ます。そして四季を彩る野草の庭「野の花苑」があり、多く

の花、蝶、野鳥達が皆様をお待ちしています。  

 
公園開園日 平成 ９年 １１月 ９日 

指定管理者名 天王森泉公園運営委員会 
代表者名 会長 角本 等 
所在地 〒245-0016 横浜市泉区和泉町 300 番地 
指定管理期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日 
現指定管理者管理運営開始日 平成 18 年 4 月 1 日 
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（事業報告書様式２） 
１ 管理運営体制（事業計画書様式２）の報告 
事業計画書にある以下の体制で運営しており、問題なし。 
 
 （１）管理運営体制 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
   
 
 
＊当団体は、横浜市公園条例第 28 条の 2 第 2 項第２号で規定する、自治会町内会など 
地域住民により構成された団体です。 
 
【責任体制】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文化体験 

横浜市 

運営委員会 

会長 
副会長 
相談役 

各代表４名 

事務局長

事務局員 

事務局スタッフ 
運営連絡会 

自 然 保 全 (自然体験) 

広報 地域 田んぼ 館行事

外部委員 5 名（地域自治会
長） 
会計監査 2 名（学校長） 
南部公園緑地事務所長 
泉区役所地域振興課長 

公園保全管理

推進グループ 

役員会：会長、副会長、 

書記 事務局長 

運営連絡会：構成メンバー７名 

外部評価委員会３名 

4 大事業 竹林 野の花 水辺 
生物 

自然観察･ 
調査 

ボランティア５０人（全ての活動に参加できる） 同好会 そば打ち、写真 

【組織図】 

安全衛生 (事務局) 

統括責任者 運営委員会会長 
・指定管理公園の統括 
（個人情報保護のセキュリティ維持管理者） 

施設管理責任者 

運営管理責任者 

施設管理担当者 

運営管理担当者 

（公園施設全般の維持管理） 事務局長(１) 
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【管理体制】 
＊事務局日常管理 

事務局スタッフ 6 人 
 

事務局 2 人+スタッフ 4 人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊自然環境保全管理                施設管理エリア６ゾーン区画 
 
               （ボランティアの公園保全管理推進グループが管理） 
              ※公園をゾーン別に、保全管理の目標と方針があり、その細目とし

て、「指標種」と「目標種」の管理があります。 
                             ※又、生物多様性を考え、カシナガの影響等による環境変化に合わ

せた管理をそれぞれのゾーンに合わせて行なっていきます。 

 
A.コアゾーン 「指標種」と「目標種」 
B.見晴らしの丘ゾーン 「指標種」と「目標種」 
C.弁天森ゾーン 「指標種」と「目標種」 
D.くわくわ森ゾーン 「指標種」と「目標種」 
E.ホタルの水路ゾーン 「指標種」と「目標種」 
F.外周部管理ゾーン 「指標種」と「目標種」 

  
   
＊園内安全管理                  選任ボランティアメンバー６人                       
                        ・2 人組 4～6 回/月実施 
                        ・巡回巡視パトロールの作業記録 
 

主な 

維持 

管理 

業務 

・館内清掃 

・園路清掃 

・水路清掃 

・館庭清掃 

事務業務 ◎業務日誌 

 
  

常勤体制 ２人 文化体験施設 
●利用者 ●見学者 

対応 

案内 

・業務時間 8:45~17:15 
・コアゾーン 9:00~17:00 

 

  

ゾーン別管理 

巡回巡視パトロール 
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２ 利用促進・市民協働等（事業計画書様式３）の報告 

事業計画書にある以下の取り組みを行っており、特に問題なし 

 

 

利用サービスの向上を図る具体的な取り組み 

当公園の特色を生かした施設活用の考え方 

・天王森泉館を地域の財産として保存するとともに、地域コミュニティの拠点と 

して広く開放します。 

・せせらぎの音を聴きながらゆったりとして時間が過ごせる憩いの場として、また 

様々な地域の伝統文化を体験できる場として活用します。 

・地域の施設として地域住民と連携し、地域に根ざした活動を行います。 

・広報として「天王森通信を発行」、「ホームページを活用」し、広く情報を発信する。 

また、事業案内ポスターを作成し、事業への参加を促します。 

・近隣公園と連携した事業を実施し利用拡大に努めます。 

・事業参加者には適正な受益者負担に対する理解の下、参加費収入を得ることで 

事業展開の原資とします。 

・枝打ち、伐採等の活動に伴って発生する間伐材等の再利用を積極的に行い、自然 

 循環型の管理を実践するとともに、経費やゴミの削減に努めます。 

    ・アンケート（年代、満足度、要望、交通手段、入手手段等）をとり分析し、活用。 

上記の施設活用の考え方に沿って以下を基本とします。 

・年間で実施する行事は、運営委員会の了承のもと月平均２回程度の頻度で年間事 

業計画を立て実施します。 

・事業の実施は、当公園の地域ボランティアが主体となって実施します。 

・事業内容は公園の管理運営の基本に合致したものとします。 

 

管理の質・利用者サービスの向上の具体的な取組み 

・来園者から古民家が整理・整頓・清潔であり、癒しの故郷として感動を得られる 

よう日常の清掃管理活動を実施します。 

・樹木・野鳥・昆虫等に関する書籍を常備し、来園者が自由閲覧できるようにします。 

・園内の四季折々の「いま見ごろ」情報を写真にて案内掲示します。 

・利用方法等柔軟に見直し、利用者の便宜を図ります。 

・車椅子やその他障害者対応の充実を図ります。 
・随時来園者の声を聞き取り、要望の把握に努めます。 

 

 
３ 維持管理（事業計画書様式４）の報告 
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事業計画書にある以下の維持管理を行っており、特に問題なし 

 
１ 文化・自然体験施設の維持管理の基本方針 

（１）維持管理の基本方針 

天王森泉公園においては、自然環境の保全と学習といった公園設置目的や機能が 

十分発揮され、公園利用者が安全で快適な利用が享受できるように、公園の運営 

管理に携わる関係者はそれぞれ役割を認識し連携を図りながら、以下を管理の基本 

として実施します。 

・公園に生息する動植物に影響のないよう、管理時期、管理方法に十分配慮した 

自然環境の保全・育成に努めます。 

・公園利用者や催し物・作業参加者が楽しく安全に快適に過ごせるよう、施設の 

安全確保や危険防止のための立入り制限を適切に実施します。 

・地域住民によるボランティア活動を公園の維持管理に活用します。 
 

（２）管理エリア維持管理の質 

管理ゾーン 

当公園の施設の文化及び自然環境の多様性から、施設管理においては６ゾーン別の 

管理を実施します。 
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Ａ：コアゾーン 

（１） 天王森泉館エリア 

古民家らしい歴史的建築物・景観を演出するような植栽管理をします。 

泉館は、貴重な文化財であり、適切に維持管理します。 

日本の伝統芸能、文化の体験として来園者の利用を促進します。 

（２） 大池・せせらぎ・ワサビ田エリア 

大池：池のかぼりを継続ならびにモニタリングを実施 

せせらぎ：拡幅（ワンド）を取り入れ流れに緩急をつける。 

ワサビ田：日当たり（光量）を調整し、光が当たりすぎないようにする。 

湧水を水源とするせせらぎや池は水生生物の生育環境として、周囲の竹林や 

野草畑は里山へ接続する植生環境として、良好に保全します。 

（３） 竹林エリア 

エリア外に侵入しないよう維持管理する。日照のコントロールを行う。 

竹の子等の収穫物については館行事で利用していきます。 

（４） 野の花苑エリア 

来園者のための自然環境学習や泉区周辺の文化学習の拠点となっています。 

 

Ｂ：見晴らしの丘ゾーン 

開放的で見晴しの良い草地広場となっています。 

・バッタやトンボの生息する良好な原っぱ空間を維持します。 

・通常の都市公園の植栽管理を中心に管理を行いますが、野鳥が好む環境作りに 

 も配慮します（草刈りの時期や刈り丈）。 

 

Ｃ：弁天森ゾーン 

弁財天の森として、郷土の植生が残されています。 

・野生生物・植生を保護するために、人為的管理を行わず、立ち入りを制限して 

います。 

     

Ｄ：くわくわ森ゾーン 

クヌギ・コナラ林、スギ．ヒノキリン、混交林・ヤブ等、多様な植生の樹林から 

有し、良好なる自然観察の場所となっています。 

・クヌギ・コナラ林は、雑木林を好む昆虫の生息環境を保全すると同時に、開放的 

な巨木の森の実現に向けた管理を行います。 

・スギ･ヒノキ林は、人工林の景観を学習できるような場として管理します。 

・混交林等は、雑木林や人工林が極相林へ移行する過程を学習できるよう、適切な 

管理を行います。 

 

Ｅ：ホタルの水路ゾーン 
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くわくわ森ゾーンと周辺の水田地帯との干渉帯であり、湧水を源とする水路が 

斜面沿いに存在する。 

・里山林の外縁部としてマント植物の過渡な繁茂を適切に管理します。 

・水路の水生生物に配慮した管理を行います。 

 

    Ｆ：外周部管理ゾーン 

隣接民地への台風などの自然災害の影響(倒木、枝落ちなど)に配慮し、 

安全を優先した管理を行います。 

 
２ 文化・自然体験施設の施設（建物等）・設備の維持管理 

建物には、天王森泉館、外トイレ、物置がある。これらの維持管理に関しては横浜市 

「文化体験施設（古民家）等 維持管理マニュアル」及び同環境創造局平成２２年 

７月付け「維持管理基本水準書」＜天王森泉公園 文化体験施設・自然体験施設＞に則り、地域の財産

として清掃、巡視点検、補修等の維持管理を実施します。 

 
３ 樹木・植栽等の管理 

樹木・植栽等は「生き物」を取り扱う点で、管理時期、管理方法を間違えると復元が困難になり衰退等

の危険が生じることから、運営委員会の了承の下に各年度事業（作業）計画を立て下記の点に留意し実

施します。  

・日常の園内パトロール等や市民参加の自然調査等により、自然環境の変化を把握し、適切な内容・時

期に植物管理を行います。  

・ホタル、ワサビ、キンラン、ギンラン、エビネ等貴重な動植物の生息地周辺での 

作業は、これらの生態、生育に支障を及ぼさぬ時期、手法で行います。  

・園内に生息する生物の保護のため、除草剤等の農薬は使用しない。また害虫駆除 

等の薬品も格段の理由が無い限り使用しません。 

・樹木等の剪定、整枝は、花芽分化期を避けて実施します。 

・作業方法・管理方法については適宜公園事務所専門家の指導を仰ぎ、技能向上や 

知識向上に勤めます。 

 
４ 巡視・清掃 

（１）コアゾーン及び泉館に関して、巡視・清掃は毎日行っています。 

（２）外トイレに関しては、第三機関に清掃を委託し行っています。 

（３）コアゾーン以外の５ゾーンは、巡回・巡視パトロールを２人組 ４~６回/月実施 

   （ゴミ等拾得する） 
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（事業報告書様式３） 
令和 5 年度文化・自然体験施設利用状況（園地や無料施設で利用者数を計測している場合は記入） 

月別 文化・自然体験

施設の利用人数 
備考 

４月 815 春の花を楽しむ会、竹の子まつり 
５月 1,034 五月まつり、春の野鳥観察会、大人の竹細工、田植え体験 
６月 1,256 ホタル鑑賞会、そば打ち体験 

７月 415 七夕まつり、夜の虫ライトトラップ 
８月 307 水辺で遊ぼう生き物観察会 
９月 324 そば打ち体験 
10 月 729 稲刈り体験、古民家ライブ、新そばまつり 
11 月 778 天王森まつり 
12 月 750 天王森もちつき、すす払い 
１月 618 新年研修会 
２月 1,251 節分、冬の野鳥観察会、吊るし飾り展、しいたけ菌駒打ち体験 
３月 1,891 吊るし飾り展 

年間合計 10,168  
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（事業報告書様式４） 
令和 5 年度修繕実績（※指定管理者が実施したもののみ記入） 

修繕年月日 修繕箇所 金額 
(単位:円) 

委託業者名または直

営かの記載 
なし    

    

合計    

 
（事業報告書様式５） 

令和 5 年度増減備品一覧（※指定管理者が購入・廃棄したもののみ記入） 
品名 形状・その他 単価 

(円) 
購入 廃棄 増減理由 

 
数量 年月日 数量 年月日 

充電式バリカ

ン 
MUN301LDSF 32,340 1 2023/7/5   草刈り効率化 

インパクトド

ライバー 
TD149DZ 14,800 1 2023/7/5   老朽更新 

MAKITA 互換 
18V バ ッ テ

リー 

WTL1860 9,480 2 2023/7/5   上記のバッテ

リー 

卓上丸ノコ LS1040F 58,268 1 2023/7/10   老朽更新 

ワッペン製造

機 
mlloaayo 12,990 1 2023/8/20   ボランティア明

示 
ワイヤレスイ

ンターフォン 
XTU 6499 1 2023/9/1   事務所不在時の

連絡 
デスクトップ

パソコン 
PC-MK27    1 2023/9/30 故障(旧式 PC) 

ノートパソコ

ン 
PV-VK23TLA    1 2023/9/30 故障(旧式 PC) 

インパクトド

ライバー 
TD173DZ 22,500 1 2024/1/26   老朽更新 
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（事業報告書様式６） 
苦情要望対応報告 

 年月日 内容 対応結果 
１ 2023/7/5 南部公園殿より委託の業者による

伐採作業について、近隣住民より

南部公園へクレームあり。昼休憩

時の車の置き方に対する意見。 

南部公園と協議し、「中央入口付近も横浜

市の敷地」であることを再度認識。駐車

禁止等の表示を設置。 

２    

３    

４    

 
事件・事故・災害対応報告 

 年月日 内容及び被害 対応結果 
 なし   
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（事業報告書様式７） 
利用者アンケート結果 
実施期間：R5 年 4 月 1 日～R6 年 3 月 31 日 
回答者：222 名 
 
（１） 年代別回答者割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２） 利用頻度 

 

 
 

  

利用状況

今回初めて

良く利用

時々利用

40%

8%

52%
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（３） 満足度 

 
（４） 主な意見・対応 

 8 年前にお世話になりました 
 親切でありがたいです。 
 催し物をツイッターで教えて欲しい。 

→(対応)Instagram を 2023/10 月より強化しました。 
 とても綺麗にしていて日本の文化の一つです。 
 草花の名前を知りたい。花の写真と草花を一つの鉢に入れて育てたのがあるとわかりやすい。 

→(対応)花の名前を明記していましたが、より分かりやすく樹木票として 2023 年 10 月より表示し

ました。 
 障子から見えるホタル池が綺麗でした。竹林が心穏やかになります。 
 草が多い。樹林が多く見通しがきかない。 

→(対応)保全会議で協議し、くわくわ森の低木の伐採、及び下草刈りを強化しました。 
 非常に綺麗に整備されていました。ボランティアの皆様、大変綺麗にして頂きありがとうございま

す。 
 子供に自然と触れ合えるような場所が都内ではなかなか見つけられず実家近くのこちらで満喫させ

てあげられました。 
 行事を長く続けてください。 
 パンフ以外に館の入り口などに地図があった方が良い 

→(対応)泉館入口に公園地図を置きました。 
 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

行事

館

裏庭

見晴らし丘

くわくわ森

満足度

良い 普通 良くない
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（事業報告書様式８） 

研修実施報告 
 実施日 研修名 内容及び効果 
１ なし(コロナにより中止)   

 
（事業報告書様式９） 
無料事業実施報告一覧（自主事業含む） 

事業名 事業内容・実施結果 参加人数 実施日 

春の花を楽しむ会 
2 名のガイドが付き花を説明しながら当園

を観察 
18 4/2 

春の野鳥観察会 感染防止のため双眼鏡を貸出して実施 9 5/6 
大人の竹細工・行灯・足踏み 伐採竹の再利用体験 20 5/14 
田植え体験（田んぼ） 小学生＆こども園 151 5/28 

ホタル観賞会 
当園せせらぎ～大池でのゲンジボタル観賞

会 
821 6/5,7 

七夕まつり  短冊飾り付けと昇焼を実施 150 7/7 
夜の虫ライトトラップ 光に集まる生き物の観察・調査 14 7/30 
水辺で遊ぼう生き物観察会  水辺に棲む生き物の観察 36 8/6 

案山子コンテスト 
中止(コロナ感染対策)、公園で作成した案

山子 2 体を田んぼに設置 
- 9 月 

秋の研修会 中止(コロナ感染対策) - 10 月 
稲刈り体験（田んぼ)  小学生＆幼稚園・保育園 82 10/14 
古民家ライブ 癒しの館と音楽文化の体験ライブ 53 10/15 

館すす払い＆避難訓練  
ボランティアによるすす払い、緊急、災害

対応研修 
10 12/24 

ボランティア新年研修会 当園の基本方針を周知し新年の抱負を説明 45 1/20 
節分豆まき 良い春（年）を迎える行事 150 2/3 

吊るし飾り展 
泉区役所より紹介を受けた２団体の展示、

及び 7 段雛飾り等を飾る 
2,175 2/18～3/16 

冬の野鳥観察会 
公園周辺と遊水地の野鳥を観察し、記録に

残す 
26 2/11 

生き物調査観察会 園内外の生き物調査、モニタリング 200 毎月 

近隣小学校体験授業 中和田南小、深谷台小:竹細工、下和泉小 
6 人,27 人, 

20 人,62 人 
6/20,9/6,10/4,
1/12 
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有料事業実施報告一覧（自主事業含む） 

事業名 事業内容・実施結果 参加 
人数 

実施日 自主事業決算額 
自主事業費 
   (円) 

自主事業 
収入(円) 

竹の子まつり 

間伐した竹の子を通じた日本

の竹利用の文化を体験 (200
名・無料)、生竹の子、竹の子

鍋販売 

178 4/9 65,925 円 60,000 円 

五月まつり 
こいのぼり、五月人形、もち

つき(公園で収穫したもち米)で
端午の節句を祝う 

180 5/5 48,340 円 59,500 円 

そば打ち体験① 2・8 手打ちそば 20 6/19 13,889 円 15,000 円 

そば打ち体験② 2・8 手打ちそば 10 9/25 13,450 円 16,500 円 

新そばまつり 
そば打ち有志が奉仕する新そ

ばまつり(30名・無料)、手打ち

そば販売 
50 10/22 23,790 円 19,700 円 

天王森まつり 
公園開園記念事業(300 名・無

料)、焼芋、野菜等販売 
256 11/12 232,467 円 74,450 円 

天王森もちつき 
公園で収穫したもち米を用い

た収穫祭(300 名・無料)、もち

パック等販売 
475 12/3 113,700 円 160,200 円 

竹の子販売 
竹林で採取した間伐竹の子の

販売 
- 4～5 月 0 円 103,620 円 

黒米販売 収穫した黒米の販売 - 10 月 0 円 20,900 円 
もち米販売 収穫したもち米の販売 - 5/27 0 円 5,310 円 

ゆずジャム販売 
収穫したユズを使ったジャム

の販売 
- 2 月～ 6,375 円 12,700 円 

しいたけほだ木販売 
菌打ちしたしいたけほだ木の

販売、しいたけ菌駒打ち体験

含む 
16(体験) 2 月～ 70,417 円 37,400 円 

ジュース販売 来園者への飲み物販売 - 4～3 月 16,086 円 12,520 円 
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（事業報告書様式 10） 
業務の第三者委託実績 

業務 内容 委託会社 
 

金額 
(円) 

年回数 実施月 

機械警備 
 

施設のセキュリティ監視 
泉館内の目の行き届かない場

所にモニターを設置(レンタ

ル)し監視 

(株)国際連

邦警備保障 
366,960 365 毎月 

交通誘導警備 
 

規模の大きなイベント開催

時、来園者の路上駐車車両の

誘導警備 

(株)国際連

邦警備保障 
118,800 5 4 月,5 月,6 月, 

11 月,12 月 
 

清掃 
 

外トイレの清掃 
 

神奈川中央

ビルサービ

ス(株) 

211,200 
 

127 
 

12 回/月 
 

ゴミ処理 
 

事業所ゴミの回収 (有)末広金

属 
36,300 4 8 月,11 月,12

月,1 月 

樹 林 地 等 の 草

刈・伐採・剪定 
 

ボランティアで対応不可な箇

所の草刈、剪定、伐採等 
福岡造園 ,
ダ イ ヤ 緑

地 ,グリー

ンエクステ

リア 

1,698,738 4 7 月,9 月,3 月 
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（事業報告書様式 11） 
収支報告書（指定管理事業のみ）                        （単位：円） 

科目 当初予算額 
(A) 

補正額 
(B) 

予算現額 
(C=A+B) 

決算額(D) 差引 
(C-D) 

説明 
 収入の部 

指定管理料 16,181,190   16,181,190  16,181,190  0   
利用料金収入        0   
自主事業収入 490,000  490,000 610,900 -120.900  
雑入        0   
その他雑入      42  -42   
収入合計（ａ） 16,671,190   16,671,190  16,792,132  -120,942    

 
科目 当初予算額 

(A) 
補正額 
(B) 

予算現額 
(C=A+B) 決算額(D) 差引 

(C-D) 説明 
支出の部 

人件費 8,226,345   8,226,345  8,195,090 31,255  

 

給与・賃金  7,622,411  7,622,411 7,679,930 -23,585   
社会保険料 570,000  570,000 515,160 54,840   
通勤手当       
福利厚生費       
勤労者福祉共済掛金       
退職給付引当金繰入額       

事務費 2,916,145  2,916,145 2,616,826 299,319   

 

旅費 100,000   100,000  93,482  6,518   
消耗品費 360,000   360,000  354,722  5,278   
会議賄い費 50,000   50,000  24,622  25,378   
印刷製本費 411,200   411,200  403,294  7,906   
通信運搬費 114,945   114,945  71,609  43,336   
使用料及び賃借料       

 （横浜市への支払い分）       
（その他）       

備品購入費 550,000   550,000  543,624  6,376   
保険料 240,000   240,000  242,030  -2,030   
振込手数料         
リース料 180,000   180,000  179,378  622   
手数料         
その他事務費 910,000   910,000  704,065  205,935   

自主事業費 570,000   570,000  604,439  -34,439   
管理費 3,334,000    3,334,000 3,148,860  185,140   

 

光熱水費合計 ※横浜市負担 

 

光熱水費（電気） ※横浜市負担 
光熱水費（ガス） ※横浜市負担 
光熱水費（水道） ※横浜市負担 
光熱水費（下水道） ※横浜市負担 

清掃費 340,000   340,000  324,060  15,940   
修繕費 429,000   429,000  370,920  58,080   
機械警備費 570,000   570,000  564,960  5,040   
公園及び公園施設設備保全費 1,995,000   1,995,000 1,888,920  106,080   

 
施設（建物）・設備保守 200,000   200,000  99,269  100,731   
園地管理費 1,700,000   1,700,000  1,698,738  1,262   
その他保全費 95,000   95,000  90,913  4,087   

公租公課 1,134,700   1,134,700 1,134,700  0   

 
公租公課（事業所税） 396,800   396,800  396,800  0   
公租公課（消費税） 737,900   737,900  737,900  0   
その他公租公課       

事務経費（本部分）       
雑費       
支出合計（ｂ） 16,181,190   16,181,190 15,699,915  481,275   
差引（ａ―ｂ） 490,000  490,000 1,092,217  -602,217   

 
（参考）指定管理事業外の収支 
設置管理許可収入合計（ｃ）       
設置管理許可支出合計（ｄ）       
差引（ｃ―ｄ）       
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今年度の収支報告 
 
令和 5 年度は、コロナ感染症対策を適切に施したうえで、多くのイベントを開催したが、夏の酷暑、春

先の寒の戻り等があり、令和 4 年度比で来園者 30%減だった。収支で細かなプラスマイナスはあるが、問

題ない範囲。当園くわくわ森にて高木がナラ枯れ等で伐採が必要な状態であり、「園地管理費」が大きい

支出となっている。 
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（事業報告書様式 12） 
運営目標・実績報告【自己評価 ◎：特筆すべき取組がある 〇：達成している △：改善を要する】 

項 目 計画時の取組み内容及

び具体的な数値目標 
実績 自己評価

（◎・○・

△） 

改善点等 
今後の取組 

業務運営１ 
（事業計画書

様式２：達成

目標、運営業

務 の 実 施 方

針 、 個 別 課

題） 

当公園の「公園保全管

理計画」に沿って、「生

き物調査観察会」を月

１回（年１２回）の定

期的モニタリング調査

を実施。その他、来園

者の安心・安全を確保

しながら実施計画を

100%実施 
 

100%実施 
さらにイベントは、

「竹林でお茶会」を

協議書にて審議の上

実施 

〇 餅つきや天王森鍋等の飲

食を提供するイベントで

は、今後も食中毒を起こ

さない様、泉区役所の指

導も受けながら実施して

いく。 

業務運営２ 
（事業計画書

様式２：管理

運営体制、人

員の配置と研

修計画） 

一時的にスタッフ交代

に伴う人員の変更は

あったが、事業計画ど

おりの体制を 100%維

持。スキルアップ研修

を実施 

100%維持 〇 今年度は、保全作業を主

に行う作業員を増員し、

くわくわ森の整備を進め

ることができた。 

業務運営３ 
（事業計画書

様式３：利用

者サービスの

向上・利用促

進策） 

吊るし飾り展で泉区内

の吊るし飾り団体に依

頼し、当園ビジョンで

ある「みんなに愛され

る憩いの天王森」を実

行 

当園を多くの団体に

活用。 
アンケートでは「見

晴らし丘」が 15 ポイ

ント改善。定期的な

草刈が評価された。 

◎ 横浜市の方針に沿って利

用者サービス向上を図

る。「くわくわ森」はさ

らに整備する余地が残っ

ている。 

業務運営４ 
（事業計画書

様 式 ３ ： 広

報・プロモー

シ ョ ン の 取

組） 

ホームぺージの充実、

及び地域の自治会・学

校・来園者に配布する

天王森通信（１３００

枚配布）の定期発行

100%。 

ホームぺージはイベ

ントの更新を早くで

きた。 
また Instagram を強

化し、若い購読者を

増やした。天王森通

信（年４回）100%発

行 

〇 天王森通信に加え、ホー

ムページのタイムリーな

更新を継続する。 
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業務運営５ 
（事業計画書

様式３：市民

協働、市民主

体の活動の支

援、地域人材

育成） 
 

里山の原風景を残した

谷戸の生き物調査観察

会を毎月開催。水辺で

遊ぼう生き物観察会で

は NPO 法人「ゆめた

ま」と連携。地域の富

士見ヶ丘連合との共催

で「案山子コンテス

ト」を計画。 

生き物調査観察会毎

月実施、報告書を地

域の小中学校へも郵

送。中和田南小/深谷

台小/下和泉小との共

同授業も実施。 
またフリースクール

「かけはし」の児童

の活動場所としても

活用いただいた。他

に日本道路(株)のボラ

ンティア活動とも連

携した。 
「 案 山 子 コン テ ス

ト」はコロナの影響

で中止。 

◎ 今後も市民協働を進め

る。 

業務運営６ 
（事業計画書

様式３：市の

施 策 へ の 協

力） 

横浜市中小企業振興基

本条例に則り、当園内

の保全作業は市内中小

企業に委託 

市 内 中 小 企業 に 委

託。福岡造園、ダイ

ヤ緑地、グリーンエ

クステリア等。 

〇 外部委託の際は横浜市の

基本方針を順守する 

業務運営７ 
（事業計画書

様 式 ４ ： 文

化・自然体験

施設の魅力を

高める施設・

園地管理） 

維持管理の基本方針に

則り公園に生息する動

植物に影響のないよう

に、６ゾーンに分けた

管理を実施。 
 

6 ゾーンに分けた管理

の実施。 
全イベントを通じ事

故 (食中毒を含む )な
し。 

〇 保全管理方針に従い管理

する。 
また食中毒事故ゼロに向

け食品衛生管理に努め

る。 

業務運営８ 
（事業計画書

様式４：施設

（建物等）、設

備 の 維 持 管

理） 

天王森泉館、外トイ

レ、物置について横浜

市のマニュアル、維持

管理基本水準書に 100%
則った。 

100%維持管理 〇 当館設備の保全と清潔さ

を保つ。 
泉館の老朽化で雨戸落下

があるため修繕を南部公

園とすすめていく。 
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業務運営９ 
（事業計画書

様 式 ４ ： 樹

木、植栽等の

管理） 

園内パトロール 100%実

施、ホタル、ワサビ、

キンラン、ギンラン、

エビネなどの貴重な動

植物に配慮した管理の

実施、剪定講座による

樹木管理技術の習得。 

100%維持管理。 
横浜マイスターの木

下先生による剪定講

座により、当園ロウ

バイや、前庭のハク

バイ、カエデ等が美

しく保たれている。 

〇 植栽等の維持管理を継続

する。 
また巡回巡視も欠かさず

行い、その結果も踏まえ

て保全会議にて保全計画

を見直していく。 

業務運営 10 
（事業計画書

様 式 ４ ： 巡

視・清掃） 

コアゾーン毎日清掃、

外トイレの３回/週の清

掃(外部委託)、巡視パト

ロール 100%実施 

毎日清掃、外トイレ 3
回/週清掃、巡回巡視

パトロール 4-6 回/月
実施 

〇 公園利用者が安全で快適

な利用が享受できるよう

に努める。 
また泉館に来園者ノート

を設置し、来園者に感想

を書いていただき、ス

タッフがコメントする

等、良質なコミュニケー

ションを継続する。 
収支 
（事業計画書

様式７：収入

確保、経費節

減策） 

自主事業は規模にメリ

ハリをつけた実施、ボ

ランティアの得意分野

を活かした効率的な保

全活動、小型修繕をこ

まめに実施し大型修繕

にならないよう保守点

検する。 

計画通りに実施 〇 経費削減、効率化に努め

る 

 




